
  

 

 

 

１人１台端末をはじめとするＩＣＴ環境の整備が進み、ＧＩＧＡスクールは「構想」から「実現」へ

向けて着実に歩みを進めています。文部科学省は「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」として、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 教師が作成した教材・課題の提示 ④ 前時との関連をポイント提示 

② デジタル教科書の活用 ⑤ ノートを映し出して説明 

③ フラッシュ教材としての活用 ⑥ 児童生徒の考え方を提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すぐにでも、どの教科でも、誰でも使える I C T ② 
〜 一斉学習におけるｉＰａｄの有効活用について 〜 

【Ａ】一斉学習、【Ｂ】個別学習、【Ｃ】協働学習 の３つの場

面を例示しています。（右）本号では、【Ａ】一斉学習について

取り上げます。 

１人１台端末を活用することで、教師が授業中にリアルタイ

ムで一人一人の反応を把握し、それを踏まえた双方向型の授業

が可能となります。ここでは、教師が、教材や課題、他者の考

え方などを効果的に提示・説明したり、学習活動を焦点化した

りすることで、子どもたちの興味や関心を喚起し、学びの質を

高めることが期待できる活用例をいくつか紹介します。 「教育の情報化に関する手引き（文科省,2020）」 

教師が作成した教材・課題の提示   端末上で作成した教材や課題を大型モニター

等に投影し、子どもたちに視覚的に提示し、共通理

解を図ります。実際の写真や映像を見ることで、子

どもたちはより身近な課題として捉えることがで

き、学びに向かう意欲を高めることができます。ま

た、学習を焦点化し、その後の主体的な学びを引き

出すための導入としての効果も期待できます。 

デジタル教科書を iPad にダウンロードしてお

くことで、必要な場面に応じて子どもたちに適切に

視覚的支援を行うことが可能となります。また、無

線出力機器を使用して、大型モニター等と無線で接

続することで、教室内を自由に歩き回りながらで

も、手元で教材を操作しながら学習を 

進めることができます。 

❶ ❶ 

❷ ❷ 

◆授業におけるｉＰａｄの活用場面◆ 
糸魚川市学力向上専門監事業（数学） 

〜太田 英 専門監 の作成資料より抜粋〜 

デジタル教科書の活用 
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なお、ＩＣＴの活用に関する要請訪問も随時受け付けています。各校の実情に合わ 

せた研修が可能です。ぜひご連絡ください。 

要請訪問のリーフレット及び様式については、右のＱＲコードをご利用ください。 

前時の授業で用いた板書やワークシート等を写

真データとして保存します。そして、次時にそれらを

大型モニター等に提示し活用します。そうすること

で、子どもたちは、前時の学びを振り返ることがで

き、また、既習事項を次の学びに円滑に接続すること

ができます。さらには、子どもたちの発言等を動画と

して保存し、同様に活用することも効果的です。 

❸ ❸ 提示された問題を瞬時に考えて答えを出すとい

う学習（フラッシュ学習）場面で、ＩＣＴの活用が有

効です。子どもたちの視線を一点に集め、集中力を研

ぎ澄ませた状態で学習を持続することが可能となり

ます。また、ＩＣＴを活用してフラッシュ教材を提示

することにより、メリハリやテンポ感のある授業展

開が可能となり、学びの質の向上が期待できます。 

❹ ❹ 

従来の授業では、子どもがノートに書いた考え

等を級友に伝えるには、模造紙に大きく書くなど手

間がかかりました。自分のノートや作成した資料を

撮影した写真を、大型モニター等に投影し説明する

ことで、級友と学習過程を容易に共有することがで

きます。さらに、無線出力機器を使用すれば、すべ

ての子どもたちの端末を無線で大型モニター等に

接続することができ、端末上の情報をより自在に投

影し共有することが可能となります。 

❺ ❺ 

机間指導によって見取った子どもたちの考え方

や記述等を、大型モニター等に提示して活用するこ

とにより、教科書に準備された解答や解説ではなく、

子どもたちの学びの過程をリアルに生かして学習を

進めることができます。また、子どもたちは、級友の

異なる考えや意見に触れることで、自分の思考を深

めることが可能となります。 

❻ ❻ 

新潟県教育委員会が行った「１人１台端末に関するアンケート調査（令和３年５月）」では、上越管内

の全ての小中学校において、端末の活用状況として「週に２～３時間程度の授業で活用」と回答した学

校が 31％と最も多く、次いで「１日１時間程度」が 26％、「１日２時間程度」が 25％という結果でした。 

学校生活においては、この１人１台端末がいつも子どもたちの手元にあり、文房具の一つとして効果的に活

用していくことが求められていますが、まずは本紙面で紹介したような使い方から着手し、学習に対する子ど

もたちの興味や関心を喚起し、学びの質を高めることから試みてはどうでしょうか。そして、少しずつ段階的

に学習用ツールとして活用するための可能性を整理・拡大していけると良いかもしれません。 

前時との関連をポイント提示 

フラッシュ教材としての活用 

ノートを映し出して説明 

児童生徒の考え方を提示 


